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第３編 人口ビジョン・総合戦略 

第１章 2026（令和８）年越前町人口ビジョン 

 

（２）自然動態・社会動態・合計特殊出生率の推移 

①自然動態 

自然動態では、すべての年で死亡数が出生数を上回る自然減少の状態が続いています。近年では、

出生数と死亡数の差が約 260 人前後となっており、人口減少に拍車がかかっています。 

【自然動態の推移】 
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（資料：福井県ホームページ（福井県の推計人口））          

②社会動態 

社会動態では、2021（令和３）年までは、転出者数が転入者数を大幅に上回る転出超過の状態が続

いていましたが、2022（令和４）年以降は改善の傾向がみられます。 

【社会動態の推移】 
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（資料：福井県ホームページ（福井県の推計人口））          

③合計特殊出生率の推移 

本町の合計特殊出生率※は、2018（平成 30）年～2022（令和４）年で 1.53 となっており、全国と比

べて 0.2 ポイント高く、福井県と同程度になっています。 

【合計特殊出生率の推移】 
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（資料：人口動態統計特殊報告書）        

※合計特殊出生率とは、その年次の 15～49 歳までの女性の年齢別出生率を合計したもので、１人の女性が、

仮にその年次の年齢別出生率で一生の間に子どもを生むと仮定したときの子供数に相当する。 
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第１章 2026（令和８）年越前町人口ビジョン 

第１章 2026（令和８）年越前町人口ビジョン 

 

１）人口ビジョンとは 

越前町人口ビジョンは、国が策定した『まち・ひと・しごと創生長期ビジョン（令和元年改訂版）』（令

和元年 12 月 20 日）の方向性を踏まえて策定する“地方人口ビジョン”として位置づけられます。 

国立社会保障･人口問題研究所（社人研）「将来推計人口（2017（平成 29）年推計）」では、このまま人

口が推移すると、2060（令和 42）年の総人口は 9,284万人にまで落ち込むと推計されています。 

仮に 2040（令和 22）年に出生率が人口置換水準と同程度の値である 2.07 まで回復するならば、2060（令

和 42）年に総人口１億人程度を確保することができ、その後 2100 年前後には人口が定常状態になること

が見込まれています。若い世代の結婚・出産・子育ての希望が実現するならば、我が国の出生率は 1.8 程

度の水準まで向上することが見込まれています。 

本ビジョンは、将来的に人口減少が確実に進む中で、その現状と将来的な変化を町民全体と共有するた

め、『越前町人口ビジョン（改訂版）』（2020（令和２）年３月）をもとに、人口の現状を分析した上で、本

町の中長期的な将来展望とします。 

 

２）越前町の人口の現状 

（１）人口・世帯数・世帯人員の推移 

本町の人口は 2020（令和２）年時点で 20,118 人となっており、1985（昭和 60）年の 26,128 人から

継続して減少しています。全国的な傾向よりも早い段階から人口減少が進んでいる状況となっています。 

また、世帯人員も減少傾向にあり、2020（令和２）年には１世帯あたり 3.1 人まで減少しています。 

一方で、世帯数は 1985（昭和 60）年から 2010（平成 22）年にかけて増加傾向にあったものの、2010

（平成 22）年の 6,728 世帯をピークに減少していましたが、2020（令和２）年時点で 6,581 世帯となっ

ており、2015（平成 27）年時点より微増になっています。 

 
【人口・世帯数・世帯人員の推移】 
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（資料：国勢調査） 
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第１章 2026（令和８）年越前町人口ビジョン 

 

（２）自然動態・社会動態・合計特殊出生率の推移 

①自然動態 

自然動態では、すべての年で死亡数が出生数を上回る自然減少の状態が続いています。近年では、

出生数と死亡数の差が約 260 人前後となっており、人口減少に拍車がかかっています。 

【自然動態の推移】 

-118 -104 -100 -79 -65 -68
-113 -117 -153

-198 -168 -177 -185 -173 -217 -208 -228 -266 -261 -225

166 204 180 187 186 187 175 172 152 145 161 123 120 139 115 109 106 104 104 108

284 308 280 266 251 255 288 289 305 343 329 300 305 312 332 317 334 370 365 333

-400

-200

0

200

400

600

800

2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

（人）
自然動態 出生 死亡

 
（資料：福井県ホームページ（福井県の推計人口））          

②社会動態 

社会動態では、2021（令和３）年までは、転出者数が転入者数を大幅に上回る転出超過の状態が続

いていましたが、2022（令和４）年以降は改善の傾向がみられます。 
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（資料：福井県ホームページ（福井県の推計人口））          

③合計特殊出生率の推移 

本町の合計特殊出生率※は、2018（平成 30）年～2022（令和４）年で 1.53 となっており、全国と比

べて 0.2 ポイント高く、福井県と同程度になっています。 

【合計特殊出生率の推移】 
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（資料：人口動態統計特殊報告書）        

※合計特殊出生率とは、その年次の 15～49 歳までの女性の年齢別出生率を合計したもので、１人の女性が、

仮にその年次の年齢別出生率で一生の間に子どもを生むと仮定したときの子供数に相当する。 
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第１章 2026（令和８）年越前町人口ビジョン 

 

１）人口ビジョンとは 

越前町人口ビジョンは、国が策定した『まち・ひと・しごと創生長期ビジョン（令和元年改訂版）』（令

和元年 12 月 20 日）の方向性を踏まえて策定する“地方人口ビジョン”として位置づけられます。 

国立社会保障･人口問題研究所（社人研）「将来推計人口（2017（平成 29）年推計）」では、このまま人

口が推移すると、2060（令和 42）年の総人口は 9,284万人にまで落ち込むと推計されています。 

仮に 2040（令和 22）年に出生率が人口置換水準と同程度の値である 2.07 まで回復するならば、2060（令

和 42）年に総人口１億人程度を確保することができ、その後 2100 年前後には人口が定常状態になること

が見込まれています。若い世代の結婚・出産・子育ての希望が実現するならば、我が国の出生率は 1.8 程

度の水準まで向上することが見込まれています。 

本ビジョンは、将来的に人口減少が確実に進む中で、その現状と将来的な変化を町民全体と共有するた

め、『越前町人口ビジョン（改訂版）』（2020（令和２）年３月）をもとに、人口の現状を分析した上で、本

町の中長期的な将来展望とします。 

 

２）越前町の人口の現状 

（１）人口・世帯数・世帯人員の推移 

本町の人口は 2020（令和２）年時点で 20,118 人となっており、1985（昭和 60）年の 26,128 人から

継続して減少しています。全国的な傾向よりも早い段階から人口減少が進んでいる状況となっています。 

また、世帯人員も減少傾向にあり、2020（令和２）年には１世帯あたり 3.1 人まで減少しています。 

一方で、世帯数は 1985（昭和 60）年から 2010（平成 22）年にかけて増加傾向にあったものの、2010
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（資料：国勢調査） 
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第３編 人口ビジョン・総合戦略 

第２章 第３期越前町総合戦略 

第２章 第３期越前町総合戦略 

 

１）総合戦略とは 

国は、2014（平成 26）年 11 月に「まち・ひと・しごと創生法」を施行し、「まち・ひと・しごと創生長

期ビジョン」及び「まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定しました。さらに、2019（令和元）年には、

「まち・ひと・しごと創生長期ビジョン（令和元年度改訂版）」及び第２期「まち・ひと・しごと創生総合

戦略」策定しました。 

本町においても、2015（平成 27）年に「越前町総合戦略」、2020（令和２）年に「第２期越前町総合戦

略」を策定し、第二次越前町総合振興計画に合わせて、2025（令和７）年までの取り組みの基本目標と講

ずべき施策の方向及び具体的な施策と重要業績評価指標（KPI）をとりまとめました。 

そのような中、新型コロナウイルスの流行を契機に、テレワークの普及や地方移住への関心が高まり、

国は、デジタルの力を活用して、「全国どこでも誰もが便利で快適に暮らせる社会」の実現を目指し、2022

（令和４）年に「デジタル田園都市国家構想総合戦略」を示し、社会全体でＤＸ化が加速化・深化しまし

た。一方で、これらの動きは、「地方創生」の当初の目的である「人口減少」「東京一極集中」の流れを変

えるまでには至りませんでした。 

国は、これまでの地方創生の成果を継承しつつも、直面する人口減少社会に適応した地域活性化策とし

て、2025（令和７）年に「地方創生 2.0」を策定し、「都市も地方も、そして性別や世代を問わず、楽しく、

安心・安全に暮らせる持続可能な社会の創出」に向け、これまで以上に地方創生の動きを推し進めていま

す。 

本町においても、「第３期越前町総合戦略」の策定に向け、人口減少社会に直面する現実を真摯に受け止

めた上で、本町のまちづくりの基本理念である『「住み続けたい」まち、地域の資源や特色が活きる未来志

向のまちの実現』を目指し、これまでの第２期越前町総合戦略の基本的な考え方等は踏襲しながらも、「地

方創生 2.0」の基本構想の５本柱に沿った第３期越前町総合戦略を策定し、本町の人口減少・地域経済縮

小に対する具体的な施策の位置付けを明確にすることを目指します。 

総合戦略により、一体的な進捗管理（PDCA サイクルの実施）を行い、総合的かつ計画的に取り組みを推

進していきます。 

 
（資料：地方創生 2.0 ホームページ（内閣官房））          
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第１章 2026（令和８）年越前町人口ビジョン 

 
３）越前町の将来目標人口 

2020（令和２）年３月策定の「越前町人口ビジョン（改訂版）」（以下、2020（令和２）年人口ビジョン）

において、目標人口の見直しを行い、2025（令和７）年の目標人口を 19,000 人、2060（令和 42）年の目

標人口を 10,000 人と設定しました。 

一方で、2015（平成 27）年及び 2020（令和２）年の国勢調査を基にした社人研推計では、2060（令和

42）年の本町の将来人口は 9,346 人と推計されており、目標値（10,000 人）よりやや減少することが予測

されています。 

さらに、2060（令和 42）年以降も継続的に人口が減少することが予測されており、本町における地域産

業や日常生活、公共施設の維持管理など、町民の生活に大きな影響が出てきます。 

そのため、本町の現状に合わせた町独自推計の算出方法を見直し、実現可能な目標値を設定する必要が

あります。町独自推計の算出方法では、「合計特殊出生率が 2040（令和 22）年に 1.80 まで上昇※する推計

を用いて、20・30 代世帯が年間 1 世帯以上ずつ本町に転入する」と仮定した場合、2060（令和 42）年の将

来人口は 10,141 人と推計されます。 

以上より、2060（令和 42）年の目標値は、2020（令和２）年人口ビジョン同様に 10,000 人を維持し、

2035（令和 17）年の目標値を 16,000 人と新たに設定します。 

※2040（令和 22）年までに本町の合計特殊出生率が 1.80 まで上昇し、 

2040（令和 22）年以降 1.80を維持すると仮定する。        

【2020（令和２）年】 

20,118 人 

※国勢調査最新値 

 【2035（令和 17）年】 

16,000 人 

※10 年後の目標値 

 【2060（令和 42）年】 

10,000 人 

※目標値 

（参考）社人研推計 9,346 人 

【社人研推計と越前町独自推計の比較】 
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 参考）町独自推計の算出方法 

◇「20 代夫婦＋子ども１人の世帯」と「30 代夫婦＋子ども１人の世帯」がそれぞれ年間１組ずつ以上、

本町へ転入すると仮定。（年間２世帯、５年間で 10 世帯、40 年間で 80 世帯転入） 
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第２章 第３期越前町総合戦略 

第２章 第３期越前町総合戦略 

 

１）総合戦略とは 

国は、2014（平成 26）年 11 月に「まち・ひと・しごと創生法」を施行し、「まち・ひと・しごと創生長

期ビジョン」及び「まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定しました。さらに、2019（令和元）年には、

「まち・ひと・しごと創生長期ビジョン（令和元年度改訂版）」及び第２期「まち・ひと・しごと創生総合

戦略」策定しました。 

本町においても、2015（平成 27）年に「越前町総合戦略」、2020（令和２）年に「第２期越前町総合戦

略」を策定し、第二次越前町総合振興計画に合わせて、2025（令和７）年までの取り組みの基本目標と講

ずべき施策の方向及び具体的な施策と重要業績評価指標（KPI）をとりまとめました。 

そのような中、新型コロナウイルスの流行を契機に、テレワークの普及や地方移住への関心が高まり、

国は、デジタルの力を活用して、「全国どこでも誰もが便利で快適に暮らせる社会」の実現を目指し、2022

（令和４）年に「デジタル田園都市国家構想総合戦略」を示し、社会全体でＤＸ化が加速化・深化しまし

た。一方で、これらの動きは、「地方創生」の当初の目的である「人口減少」「東京一極集中」の流れを変

えるまでには至りませんでした。 

国は、これまでの地方創生の成果を継承しつつも、直面する人口減少社会に適応した地域活性化策とし

て、2025（令和７）年に「地方創生 2.0」を策定し、「都市も地方も、そして性別や世代を問わず、楽しく、

安心・安全に暮らせる持続可能な社会の創出」に向け、これまで以上に地方創生の動きを推し進めていま

す。 

本町においても、「第３期越前町総合戦略」の策定に向け、人口減少社会に直面する現実を真摯に受け止

めた上で、本町のまちづくりの基本理念である『「住み続けたい」まち、地域の資源や特色が活きる未来志

向のまちの実現』を目指し、これまでの第２期越前町総合戦略の基本的な考え方等は踏襲しながらも、「地

方創生 2.0」の基本構想の５本柱に沿った第３期越前町総合戦略を策定し、本町の人口減少・地域経済縮

小に対する具体的な施策の位置付けを明確にすることを目指します。 

総合戦略により、一体的な進捗管理（PDCA サイクルの実施）を行い、総合的かつ計画的に取り組みを推

進していきます。 

 
（資料：地方創生 2.0 ホームページ（内閣官房））          
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第３編 人口ビジョン・総合戦略 

第１章 2026（令和８）年越前町人口ビジョン 

 
３）越前町の将来目標人口 

2020（令和２）年３月策定の「越前町人口ビジョン（改訂版）」（以下、2020（令和２）年人口ビジョン）

において、目標人口の見直しを行い、2025（令和７）年の目標人口を 19,000 人、2060（令和 42）年の目

標人口を 10,000 人と設定しました。 

一方で、2015（平成 27）年及び 2020（令和２）年の国勢調査を基にした社人研推計では、2060（令和

42）年の本町の将来人口は 9,346 人と推計されており、目標値（10,000 人）よりやや減少することが予測

されています。 

さらに、2060（令和 42）年以降も継続的に人口が減少することが予測されており、本町における地域産

業や日常生活、公共施設の維持管理など、町民の生活に大きな影響が出てきます。 

そのため、本町の現状に合わせた町独自推計の算出方法を見直し、実現可能な目標値を設定する必要が

あります。町独自推計の算出方法では、「合計特殊出生率が 2040（令和 22）年に 1.80 まで上昇※する推計

を用いて、20・30 代世帯が年間 1 世帯以上ずつ本町に転入する」と仮定した場合、2060（令和 42）年の将

来人口は 10,141 人と推計されます。 

以上より、2060（令和 42）年の目標値は、2020（令和２）年人口ビジョン同様に 10,000 人を維持し、

2035（令和 17）年の目標値を 16,000 人と新たに設定します。 

※2040（令和 22）年までに本町の合計特殊出生率が 1.80 まで上昇し、 

2040（令和 22）年以降 1.80を維持すると仮定する。        

【2020（令和２）年】 

20,118 人 

※国勢調査最新値 

 【2035（令和 17）年】 

16,000 人 

※10 年後の目標値 

 【2060（令和 42）年】 

10,000 人 

※目標値 

（参考）社人研推計 9,346 人 

【社人研推計と越前町独自推計の比較】 

20,118

18,624

17,227

15,863

14,499

13,131

11,812

10,551

9,346

8,215

18,683

17,357

16,072

14,791

13,489

12,227

11,010
9,847

8,762

18,716

17,425

16,176

14,933

13,669

12,445

11,266
10,141

9,094

18,749

17,492

16,280

15,075

13,849

12,663

11,522
10,435

9,427

18,782

17,560

16,384

15,217

14,029

12,880

11,777
10,729

9,759

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050 2055 2060 2065

パターン０：社人研推計
パターン2-①：年間0世帯ずつ増加（転入数が０）
パターン2-②：年間1世帯ずつ増加
パターン2-③：年間2世帯ずつ増加
パターン2-④：年間3世帯ずつ増加

2060年目標人口：10,000人

（人）

 
 参考）町独自推計の算出方法 

◇「20 代夫婦＋子ども１人の世帯」と「30 代夫婦＋子ども１人の世帯」がそれぞれ年間１組ずつ以上、

本町へ転入すると仮定。（年間２世帯、５年間で 10 世帯、40 年間で 80 世帯転入） 
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第３編 人口ビジョン・総合戦略

第２章 第３期越前町総合戦略

 
①安心して働き・暮らせる地方の生活環境をつくる 

安全・安心な生活環境が充実するまち  

◇本町の「しごと」と「ひと」の好循環を支える安全・安心な「まち」づくりを進める。 

◇本町の将来を担う若い世代やその子どもたちを育むため、結婚・妊娠・出産・育児をしやすい環

境を創出する。 

◇SDGs（持続可能な開発目標）の視点を踏まえ、持続可能な共生社会を目指す。 
（１）重点施策 

○河川改修や急傾斜地崩壊対策、道路防災事業等の促進 

○自主防災組織の育成支援、災害対策の明確化 

○越前町公共施設等総合管理計画に基づく施設の改修等適切な維持管理、効率運営及び長寿命化 

○妊娠・出産・子育ての相談支援の充実 

○縁結びイベントの開催や結婚新生活支援事業等の継続的な支援  等 

（２）数値目標 

目標指標 
10 年前 

（2014(平成 26)年度） 
５年前 

（2019(令和元)年度）

基準値 
（2024(令和６)年度）

目標値 
（2030(令和 12)年度）

自主防災組織数（累積） 56 団体 62 団体 79 団体 100 団体 

防災士数（累積） － 104 人 131 人 150 人 

出生数（１～12 月） 146 人/年 128 人/年 108 人/年 75 人/年 

結婚祝品事業件数 － 33 件/年 31 件/年 30 件/年 

 

 

②新しいひとの流れをつくる 

定住人口を確保し、交流人口・関係人口を創出するまち 

◇本町が誇る、自然や歴史・伝統、文化等の魅力を磨き、SNS 等の情報発信ツールを活用し、大都市

圏からの定住人口・観光等による交流人口を増加させることで、「人材不足の解消」や「まちおこ

し」の好循環を図る。 

◇将来的な地方移住にもつながる「関係人口」の創出、拡大を図るとともに、ふるさと納税の返礼

品の充実等による越前町サポーターの充実を図る。 

◇地域産業の担い手となる人材の掘り起こしや育成を推進するとともに、女性、高齢者、障がい者、

外国人など、誰もが活躍できる地域社会を創出する。 
（１）重点施策 

○若者や子育て世代への定住支援 

○地域の魅力創出や新たな誘客戦略の展開 

○移住・二地域居住者の受入環境づくり 

○町内企業への支援、求職者支援、女性再就職支援等の就労に関する各種支援体制の構築 

○働く場における男女平等・ワークライフバランスの推進 

○外国人高度人材（国内大学の外国人留学生を含む）の確保と定着へ向けた支援体制の促進  等 

（２）数値目標 

目標指標 10 年前 
（2014(平成 26)年度） 

５年前 
（2019(令和元)年度）

基準値 
（2024(令和６)年度）

目標値 
（2030(令和 12)年度）

支援制度を活用したＵＩター

ン者数 
－ ９人/年 15 人/年 20 人/年 

男女共同参画の視点を入れた

研修会等の開催 
15 回 16 回 17 回 18 回 

外国人高度人材（留学生含）の

定着者数 
－ － ０人/年 １人/年 
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第３編 人口ビジョン・総合戦略 

第２章 第３期越前町総合戦略 

 

２）計画期間と総合戦略の位置づけ 

総合戦略の計画期間は、2026（令和８）年度から 2030（令和 12）年度の５カ年とし、後期基本計画策定

時に見直すものとします。 

【総合戦略の計画期間と人口ビジョン・総合振興計画との関係】 

第二次越前町総合振興計画
第三次 越前町総合振興計画

2015
H27

2060
R42

2035
R17

2026
R8

2020
R2

2030
R12

越前町人口ビジョン（令和８年改訂）

越前町総合戦略

越前町人口
ビジョン（改訂版）

越前町人口
ビジョン

越前町
総合戦略

越前町
総合戦略

（2016～2025）

（2015～2060） （2020～2060） （2026～2060）

（2015～2019） （2020～2025） （2026～2030）

（第１期） 第２期 第３期

 

３）町民の意識とまちづくりの方向 

町民のまちづくりに対する意識から、本町は「住みやすく、住み続けたい町」となっており、多くの町

民から愛着が持たれている町となっています。 

一方で、「雇用機会の創出」「定住人口の増加・空き家の活用」「結婚・出産・子育て支援」「地域内・地

域間・周辺市町との連携」「農林水産業・商工業・観光産業等の魅力の発信」「公共交通の利便性向上をは

じめとする安全・安心なまちづくり」に対する要望は依然として存在しており、加えて、「行政手続き」「保

健・医療」「高齢者・障がい者福祉」等のデジタル化（情報通信技術の活用）を求める意見もみられ、国が

示す「地方創生 2.0」の基本構想５本柱に合わせて、第３期越前町総合戦略の基本目標の見直しが必要に

なります。 

本町の総合戦略では、町民ニーズを踏まえた実現性の高い施策を位置付け、ICT 技術を有効活用した「持

続可能なまち・越前町」の創造につなげていく必要があります。 

４）基本目標と重点施策 

国が策定した「デジタル田園都市構想総合戦略」及び「地方創生 2.0」を踏まえつつ、第２期越前町総

合戦略の取り組みの強化及び施策の充実を図っていきます。 

2026（令和８）年越前町人口ビジョンの達成と第三次越前町総合振興計画の整合を図り、本町の第３期

越前町総合戦略の基本目標は以下のとおりです。 

 
基本目標１  安全・安心な生活環境が充実するまち 

 

基本目標２  定住人口を確保し、交流人口・関係人口を創出するまち 
 

基本目標３  豊かな地域資源を活かすまち 
 

基本目標４  デジタル技術を活用した、利便性が良いまち 
 

基本目標５  地域内外・地方と都市間で広域的に連携するまち 

第3編	
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総合戦略
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第３編 人口ビジョン・総合戦略

第２章 第３期越前町総合戦略

 
①安心して働き・暮らせる地方の生活環境をつくる 

安全・安心な生活環境が充実するまち  

◇本町の「しごと」と「ひと」の好循環を支える安全・安心な「まち」づくりを進める。 

◇本町の将来を担う若い世代やその子どもたちを育むため、結婚・妊娠・出産・育児をしやすい環

境を創出する。 

◇SDGs（持続可能な開発目標）の視点を踏まえ、持続可能な共生社会を目指す。 
（１）重点施策 

○河川改修や急傾斜地崩壊対策、道路防災事業等の促進 

○自主防災組織の育成支援、災害対策の明確化 

○越前町公共施設等総合管理計画に基づく施設の改修等適切な維持管理、効率運営及び長寿命化 

○妊娠・出産・子育ての相談支援の充実 

○縁結びイベントの開催や結婚新生活支援事業等の継続的な支援  等 

（２）数値目標 

目標指標 
10 年前 

（2014(平成 26)年度） 
５年前 

（2019(令和元)年度）

基準値 
（2024(令和６)年度）

目標値 
（2030(令和 12)年度）

自主防災組織数（累積） 56 団体 62 団体 79 団体 100 団体 

防災士数（累積） － 104 人 131 人 150 人 

出生数（１～12 月） 146 人/年 128 人/年 108 人/年 75 人/年 

結婚祝品事業件数 － 33 件/年 31 件/年 30 件/年 

 

 

②新しいひとの流れをつくる 

定住人口を確保し、交流人口・関係人口を創出するまち 

◇本町が誇る、自然や歴史・伝統、文化等の魅力を磨き、SNS 等の情報発信ツールを活用し、大都市

圏からの定住人口・観光等による交流人口を増加させることで、「人材不足の解消」や「まちおこ

し」の好循環を図る。 

◇将来的な地方移住にもつながる「関係人口」の創出、拡大を図るとともに、ふるさと納税の返礼

品の充実等による越前町サポーターの充実を図る。 

◇地域産業の担い手となる人材の掘り起こしや育成を推進するとともに、女性、高齢者、障がい者、

外国人など、誰もが活躍できる地域社会を創出する。 
（１）重点施策 

○若者や子育て世代への定住支援 

○地域の魅力創出や新たな誘客戦略の展開 

○移住・二地域居住者の受入環境づくり 

○町内企業への支援、求職者支援、女性再就職支援等の就労に関する各種支援体制の構築 

○働く場における男女平等・ワークライフバランスの推進 

○外国人高度人材（国内大学の外国人留学生を含む）の確保と定着へ向けた支援体制の促進  等 

（２）数値目標 

目標指標 10 年前 
（2014(平成 26)年度） 

５年前 
（2019(令和元)年度）

基準値 
（2024(令和６)年度）

目標値 
（2030(令和 12)年度）

支援制度を活用したＵＩター

ン者数 
－ ９人/年 15 人/年 20 人/年 

男女共同参画の視点を入れた

研修会等の開催 
15 回 16 回 17 回 18 回 

外国人高度人材（留学生含）の

定着者数 
－ － ０人/年 １人/年 
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第２章 第３期越前町総合戦略 

 

２）計画期間と総合戦略の位置づけ 

総合戦略の計画期間は、2026（令和８）年度から 2030（令和 12）年度の５カ年とし、後期基本計画策定

時に見直すものとします。 

【総合戦略の計画期間と人口ビジョン・総合振興計画との関係】 

第二次越前町総合振興計画
第三次 越前町総合振興計画

2015
H27

2060
R42

2035
R17

2026
R8

2020
R2

2030
R12

越前町人口ビジョン（令和８年改訂）

越前町総合戦略

越前町人口
ビジョン（改訂版）

越前町人口
ビジョン

越前町
総合戦略

越前町
総合戦略

（2016～2025）

（2015～2060） （2020～2060） （2026～2060）

（2015～2019） （2020～2025） （2026～2030）

（第１期） 第２期 第３期

 

３）町民の意識とまちづくりの方向 

町民のまちづくりに対する意識から、本町は「住みやすく、住み続けたい町」となっており、多くの町

民から愛着が持たれている町となっています。 

一方で、「雇用機会の創出」「定住人口の増加・空き家の活用」「結婚・出産・子育て支援」「地域内・地

域間・周辺市町との連携」「農林水産業・商工業・観光産業等の魅力の発信」「公共交通の利便性向上をは

じめとする安全・安心なまちづくり」に対する要望は依然として存在しており、加えて、「行政手続き」「保

健・医療」「高齢者・障がい者福祉」等のデジタル化（情報通信技術の活用）を求める意見もみられ、国が

示す「地方創生 2.0」の基本構想５本柱に合わせて、第３期越前町総合戦略の基本目標の見直しが必要に

なります。 

本町の総合戦略では、町民ニーズを踏まえた実現性の高い施策を位置付け、ICT 技術を有効活用した「持

続可能なまち・越前町」の創造につなげていく必要があります。 

４）基本目標と重点施策 

国が策定した「デジタル田園都市構想総合戦略」及び「地方創生 2.0」を踏まえつつ、第２期越前町総

合戦略の取り組みの強化及び施策の充実を図っていきます。 

2026（令和８）年越前町人口ビジョンの達成と第三次越前町総合振興計画の整合を図り、本町の第３期

越前町総合戦略の基本目標は以下のとおりです。 

 
基本目標１  安全・安心な生活環境が充実するまち 

 

基本目標２  定住人口を確保し、交流人口・関係人口を創出するまち 
 

基本目標３  豊かな地域資源を活かすまち 
 

基本目標４  デジタル技術を活用した、利便性が良いまち 
 

基本目標５  地域内外・地方と都市間で広域的に連携するまち 
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第３編 人口ビジョン・総合戦略

第２章 第３期越前町総合戦略

 

⑤地域間連携による新たな流れをつくる 

地域内外・地方と都市間で広域的に連携するまち  

◇地域内だけでなく、周辺市町や県内外の各自治体との広域的な連携による人材の確保・関係人口

の増加につながる来訪・消費を促進する。 

◇産・官・学・金・労・言の各種団体との連携を強化し、地域課題に対して、効果的かつ効率的な

解決策を検討・実施する。 
（１）重点施策 

○越前ブランドを活かした丹南地域を中心とする広域観光の促進 

○丹南地域・ふくい嶺北連携中枢都市圏における各種共同事業（行政事務）の推進 

○外国人旅行客（教育旅行者を含む）の来訪促進  等 

（２）数値目標 

目標指標 
10 年前 

（2014(平成 26)年度） 
５年前 

（2019(令和元)年度）

基準値 
（2024(令和６)年度）

目標値 
（2030(令和 12)年度）

広域観光入込客数 590 万人/年 805 万人/年 984.4 万人/年 1,100 万人/年 

越前町 EDU ツーリズムによる外

国人旅行客数 
－ － 48 人/年 60 人/年 
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第３編 人口ビジョン・総合戦略 

第２章 第３期越前町総合戦略 

 
③付加価値創造型の新しい地方経済をつくる 

豊かな地域資源を活かすまち  

◇本町の自然環境や農林水産業（越前がに・越前水仙・越前がれい）、歴史文化を活かした伝統産業

（越前焼）、越前温泉等の多彩な地域資源を活かしたまちづくりを実施し、豊かな地域資源を盛り

上げることで地域の新たな雇用創出を図る。 

◇本町が持続的に発展していくために、ICT 技術の導入による効率的かつ計画的な運営、多様な働き

方の促進による就労環境の改善を推進し、地域資源の担い手の確保・育成を図る。 

（１）重点施策 

○越前がに、越前水仙をはじめとした地域資源の保全と効率の良い生産基盤の整備 

○農林水産業及び越前焼等の担い手育成と雇用の創出 

○地場産食材使用、食育の推進 

○地域の特産品開発や販路拡大、情報発信  等 

（２）数値目標 

目標指標 
10 年前 

（2014(平成 26)年度） 
５年前 

（2019(令和元)年度）

基準値 
（2024(令和６)年度）

目標値 
（2030(令和 12)年度）

観光入込客数 141.5 万人/年 225.8 万人/年 157.9 万人/年 240 万人/年 

越前陶芸村への年間の観光客

入込数 
27.3 万人/年 26.5 万人/年 16.8 万人/年 26 万人/年 

着地型観光プログラムの造成件

数 
－ 31 件 32 件 35 件 

地場産食材の使用品目数 30 品/月 35 品/月 36 品/月 39 品/月 

 

 

④デジタル・新技術を活用した新たな生活をつくる 

デジタル技術を活用した、利便性が良いまち  

◇次世代を担う子どもたちの育成を目指し、ICT 技術など時代に合わせた良質な教育環境づくりに取

り組む。 

◇公共ライドシェアや自主運行型公共交通等の ICT 技術を活用した新たな地域公共交通の検討によ

る新たな人の流れの創出を図る。 
（１）重点施策 

○行政手続き等のデジタル化の推進 

○校内や職場のネットワーク環境の充実など、デジタル技術が利用しやすい環境整備 

○時代のニーズに応じた効果的かつ効率的な新たな公共交通の仕組みづくり  等 

（２）数値目標 

目標指標 
10 年前 

（2014(平成 26)年度） 
５年前 

（2019(令和元)年度）

基準値 
（2024(令和６)年度）

目標値 
（2030(令和 12)年度）

電子申請可能な手続き数 12 件 22 件 63 件 90 件 

越前町公式 LINE の登録者数 － 723 人 1,951 人 3,000 人 

デマンドタクシーの年間利用

者数 
－ － 2,036 人/年 3,500 人/年 
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第３編 人口ビジョン・総合戦略

第２章 第３期越前町総合戦略

 

⑤地域間連携による新たな流れをつくる 

地域内外・地方と都市間で広域的に連携するまち  

◇地域内だけでなく、周辺市町や県内外の各自治体との広域的な連携による人材の確保・関係人口

の増加につながる来訪・消費を促進する。 

◇産・官・学・金・労・言の各種団体との連携を強化し、地域課題に対して、効果的かつ効率的な

解決策を検討・実施する。 
（１）重点施策 

○越前ブランドを活かした丹南地域を中心とする広域観光の促進 

○丹南地域・ふくい嶺北連携中枢都市圏における各種共同事業（行政事務）の推進 

○外国人旅行客（教育旅行者を含む）の来訪促進  等 

（２）数値目標 

目標指標 
10 年前 

（2014(平成 26)年度） 
５年前 

（2019(令和元)年度）

基準値 
（2024(令和６)年度）

目標値 
（2030(令和 12)年度）

広域観光入込客数 590 万人/年 805 万人/年 984.4 万人/年 1,100 万人/年 

越前町 EDU ツーリズムによる外

国人旅行客数 
－ － 48 人/年 60 人/年 
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第３編 人口ビジョン・総合戦略 

第２章 第３期越前町総合戦略 

 
③付加価値創造型の新しい地方経済をつくる 

豊かな地域資源を活かすまち  

◇本町の自然環境や農林水産業（越前がに・越前水仙・越前がれい）、歴史文化を活かした伝統産業

（越前焼）、越前温泉等の多彩な地域資源を活かしたまちづくりを実施し、豊かな地域資源を盛り

上げることで地域の新たな雇用創出を図る。 

◇本町が持続的に発展していくために、ICT 技術の導入による効率的かつ計画的な運営、多様な働き

方の促進による就労環境の改善を推進し、地域資源の担い手の確保・育成を図る。 

（１）重点施策 

○越前がに、越前水仙をはじめとした地域資源の保全と効率の良い生産基盤の整備 

○農林水産業及び越前焼等の担い手育成と雇用の創出 

○地場産食材使用、食育の推進 

○地域の特産品開発や販路拡大、情報発信  等 

（２）数値目標 

目標指標 
10 年前 

（2014(平成 26)年度） 
５年前 

（2019(令和元)年度）

基準値 
（2024(令和６)年度）

目標値 
（2030(令和 12)年度）

観光入込客数 141.5 万人/年 225.8 万人/年 157.9 万人/年 240 万人/年 

越前陶芸村への年間の観光客

入込数 
27.3 万人/年 26.5 万人/年 16.8 万人/年 26 万人/年 

着地型観光プログラムの造成件

数 
－ 31 件 32 件 35 件 

地場産食材の使用品目数 30 品/月 35 品/月 36 品/月 39 品/月 

 

 

④デジタル・新技術を活用した新たな生活をつくる 

デジタル技術を活用した、利便性が良いまち  

◇次世代を担う子どもたちの育成を目指し、ICT 技術など時代に合わせた良質な教育環境づくりに取

り組む。 

◇公共ライドシェアや自主運行型公共交通等の ICT 技術を活用した新たな地域公共交通の検討によ

る新たな人の流れの創出を図る。 
（１）重点施策 

○行政手続き等のデジタル化の推進 

○校内や職場のネットワーク環境の充実など、デジタル技術が利用しやすい環境整備 

○時代のニーズに応じた効果的かつ効率的な新たな公共交通の仕組みづくり  等 

（２）数値目標 

目標指標 
10 年前 

（2014(平成 26)年度） 
５年前 

（2019(令和元)年度）

基準値 
（2024(令和６)年度）

目標値 
（2030(令和 12)年度）

電子申請可能な手続き数 12 件 22 件 63 件 90 件 

越前町公式 LINE の登録者数 － 723 人 1,951 人 3,000 人 

デマンドタクシーの年間利用

者数 
－ － 2,036 人/年 3,500 人/年 
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資 料 編 
 

 

１．諮問 

２．答申 

３．策定体制 

４．策定経過 

５．審議会委員名簿 

６．策定委員会委員名簿 

７．用語解説 

 

 

 

◆景観フォトコンテスト 2022 in 越前町 インスタグラムの部 

 

□グランプリ 

 
 

 

□準グランプリ 
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